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東京海上・円資産バランスファンド（３倍型）（年１回決算型）＜愛称 円奏会 三重奏＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・円資産 

バランスファンド（３倍型） 

（年１回決算型） 

＜愛称 円奏会 三重奏＞ 

 

繰上償還 運用報告書（全体版） 
 

第３期（償還日 2022年10月７日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・円資産バランスファ

ンド（３倍型）（年１回決算型）＜愛称 

円奏会 三重奏＞」は、このたび、2022

年10月７日をもちまして繰上償還とな

りました。ここに、運用経過と償還の

内容をご報告申し上げます。 

長年のご愛顧に対し厚くお礼申し上げ

ますと共に、今後とも当社ファンドに

つきましてお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／資産複合 

（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 
2019年12月24日から2029年12月10日 

（2022年10月７日 繰上償還） 

運用方針 信託財産の着実な成長をめざして運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 ・ 円 資 産 
バランスファンド（３倍型） 

（ 年 １ 回 決 算 型 ） 

日本の国債先物取引、「東京海
上・高配当低ボラティリティ
ＪＰＸ日経400マザーファン
ド」、「東京海上・東証ＲＥＩＴマ
ザーファンド」を主要投資対象
とします。 

東 京 海 上 ・ 高 配 当 
低 ボ ラ テ ィ リ テ ィ 
Ｊ Ｐ Ｘ 日 経 4 0 0 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

ＪＰＸ日経インデックス400
（ＪＰＸ日経400）に採用されて
いる銘柄を主要投資対象としま
す。 

東京海上・東証ＲＥＩＴ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に
採用されている不動産投資信託
証券を主要投資対象とします。 

投資制限 

東 京 海 上 ・ 円 資 産 
バランスファンド（３倍型） 

（ 年 １ 回 決 算 型 ） 

・株式への実質投資割合には制
限を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
は、信託財産の純資産総額の
10％以下とします。 

東 京 海 上 ・ 高 配 当 
低 ボ ラ テ ィ リ テ ィ 
Ｊ Ｐ Ｘ 日 経 4 0 0 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

・株式への投資割合には、制限
を設けません。 

・外貨建資産への投資割合は、
信託財産の純資産総額の20％
以下とします。 

東京海上・東証ＲＥＩＴ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

・株式への直接投資は行いま
せん。 

・外貨建資産への直接投資は行
いません。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の、繰越分を含め
た配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等
から、基準価額の水準、市況動向等を勘案して分配を
行う方針です。ただし、分配対象額が少額の場合等に
は、収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した利益に
ついては、運用の基本方針に基づいて運用を行います。  
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

ＲＥＩＴ 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2019年12月24日 10,000    － － － － － － － 500 
１期(2020年12月10日) 8,108    0 △18.9 29.6 － 206.7 29.1 1.2 1,397 
２期(2021年12月10日) 8,863    0 9.3 43.7 － 207.3 43.6 1.1 952 
(償還時) (償還価額)         
３期(2022年10月７日) 8,260.79 － △ 6.8 － － － － － 737 

 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「ＲＥＩＴ先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注）ＲＥＩＴ先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 
2021年12月10日 8,863    － 43.7 － 207.3 43.6 1.1 

12月末 8,850    △0.1 44.0 － 209.0 43.8 1.0 
2022年１月末 8,427    △4.9 45.3 － 210.1 43.4 0.9 

２月末 8,352    △5.8 45.1 － 213.6 43.1 0.9 
３月末 8,486    △4.3 36.4 － 211.3 38.3 0.8 
４月末 8,451    △4.6 37.8 － 212.5 37.2 0.8 
５月末 8,496    △4.1 36.8 － 211.8 38.0 0.8 
６月末 8,288    △6.5 7.4 48.7 216.8 7.2 0.4 
７月末 8,544    △3.6 7.3 47.3 213.2 7.2 0.4 
８月末 8,423    △5.0 7.5 51.8 212.7 7.4 0.4 
９月末 8,263    △6.8 11.8 － － 21.1 0.6 

(償還時) (償還価額)       
2022年10月７日 8,260.79 △6.8 － － － － － 

 
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「ＲＥＩＴ先物比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注） ＲＥＩＴ先物比率は、買建比率－売建比率です。 
 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載
していません。 
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○運用経過 (2021年12月11日～2022年10月７日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年12月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

【日本株式】 

・日本株式マザーファンドで保有する市場変動の影響を受けにくい低ボラティリティ株のパフォーマンスが相対的に優位

となったこと 

 

マイナス要因 

【日本債券】 

・世界的に金融引き締めが強化されるなかで、国内の長期金利が上昇したこと 

【日本REIT】 

・世界的に金利が上昇したことなどを背景に日本REIT市場が下落したこと 
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■投資環境 
【日本債券市場】 

当期、10年国債利回りは上昇しました。新型コロナウイルスの感染拡大に伴う供給制約や資源価格の上昇を背景としたイ

ンフレ懸念や、欧米中央銀行の金融政策正常化に向けた動きが意識され、2022年３月にかけて上昇しました。しかし、その

後は日銀の金融緩和策を根気強く継続する姿勢と、FRB（米連邦準備制度理事会）など主要中央銀行による金融引き締め策

を強化する動きが交錯し、一進一退の動きとなりました。 

 

【日本株式市場】 

当期、日本株式市場は下落しました。2022年３月末にかけては、新型コロナウイルスの感染拡大や米国の金融引き締めの

前倒し観測、ロシアのウクライナ侵攻などを受けて、日本株式市場は下落しました。その後反発しましたが、米国CPI（消

費者物価指数）が事前予想を上回ったことや、インフレ抑制に向けて欧米の中央銀行が金融引き締めを強化するなど、景気

の先行きに対する懸念は根強く、上値の重い展開となりました。夏場にかけては上昇基調で推移しましたが、９月以降はイ

ンフレ圧力が緩むとの期待と金融引き締め強化に対する懸念とが綱引きとなり、日本株式市場は一進一退の展開となりま

した。 

 

【日本REIT市場】 

当期、日本REIT市場は下落しました。期初、FRBが早期に金融引き締めを行うとの見方から、世界的に長期金利が上昇し、

日本REIT市場は下落しました。2022年３月中旬にかけては、分配金利回りなどの観点から割安感がみられたものの、ウクラ

イナ情勢の緊迫化から投資家心理が悪化し、方向感なく推移しました。６月中旬にかけては、海外の主要中央銀行が金融引

き締めを加速させるとの見方から下落した海外REIT市場に連動して、日本REIT市場も下落しました。その後、政府による新

型コロナウイルスの水際対策の緩和方針が好感されたことなどから日本REIT市場は上昇しましたが、期末にかけて世界的

な金融引き締めに対する懸念から下落しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・円資産バランスファンド（３倍型）（年１回決算型）＞ 

日本の国債先物、マザーファンドへの投資を通じて、日本債券

210％、日本株式45％、日本REIT45％の資産配分比率を基本としま

すが、基準価額の変動リスクが高まった場合は、リスク資産（日本

株式と日本REITの合計）の資産配分比率を引き下げて運用を行いま

した。 

当期は、当ファンドの基準価額の変動リスクの増減に応じて、2022

年３月と６月にリスク資産配分比率を引き下げ、９月にリスク資産

配分比率を引き上げました。一方、日本の国債先物の資産配分比率

については、基本資産配分比率を概ね維持しました。 

以上の運用の結果、当ファンドの基準価額は、6.8％下落しました。 

 

各マザーファンドにおける当期の運用経過は以下の通りです。 

 

＜東京海上・高配当低ボラティリティＪＰＸ日経400マザーファンド＞ 

ポートフォリオ全体の配当利回りを高めつつ、価格変動リスクが低くなるようポートフォリオを構築しました。 

当期の日本株式市場は、当マザーファンドで保有する市場変動の影響を受けにくい低ボラティリティ株のパフォーマン

スが相対的に優位となりました。具体的には、市場感応度が相対的に低く、これまで株価が下落してきた銘柄を多く保有し

ていたことがパフォーマンスにはプラスに働きました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇し、参考指数であるＪＰＸ日経インデックス400（配当込み）の騰落率を上回りまし

た。また、価格変動リスクはＪＰＸ日経インデックス400よりも低い水準を維持しました。 
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＜東京海上・東証ＲＥＩＴマザーファンド＞ 

ベンチマークである東証REIT指数（配当込み）に連動した投資成果を目標として運用を行いました。東証REIT指数に採用

されている銘柄を主要投資対象とし、完全法で組み入れました。 

以上の運用の結果、基準価額は下落し、ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
該当事項はありません。 
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○設定来の運用経過 （2019年12月24日～2022年10月７日） 

■設定来の基準価額等の推移 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

【日本REIT】 

・新型コロナウイルスのワクチン普及による経済活動正常化への期待が高まる局面などで、堅調に推移したこと 

 

マイナス要因 

【日本債券】 

・世界的なインフレや金融引き締めの動きなどを受けて、国内の長期金利が上昇したこと 

【日本株式】 

・主に株式市場が堅調な局面において、日本株式マザーファンドで保有する市場変動の影響を受けにくい低ボラティリティ

株のパフォーマンスが相対的に劣後したこと 
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■投資環境 
【日本債券市場】 

運用期間中の10年国債利回りは上昇しました。2020年初めは新型コロナウイルスの感染拡大に伴う経済減速懸念を背景

に、主要中央銀行が大規模な金融緩和策を実施するとの思惑から、１月下旬から３月上旬にかけて10年国債利回りは低下し

ましたが、各国政府による大規模な経済対策に対して期待が高まると落ち着きを取り戻しました。その後、10年国債利回り

は一進一退の値動きとなりましたが、2022年に入ると、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う供給制約や資源価格の上昇を

背景としたインフレ懸念に加え、欧米中央銀行の金融政策正常化に向けた動きが意識されて上昇基調となりました。 

 

【日本株式市場】 

運用期間中の日本株式市場は上昇しました。2020年初めは新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴う経済減速が嫌

気され、３月にかけて日本株式市場は大きく下落しました。その後、主要中央銀行が実施した大規模な金融緩和が好感され

るなか、主要国での行動制限緩和に伴う経済活動再開への期待や、新型コロナウイルスワクチン開発への期待などを受け、

日本株式市場は大きく上昇しました。2021年９月、菅首相の退陣表明を受けて新政権への期待が高まったことから日本株式

市場は一時的に上昇しましたが、その後は岸田新政権の政策に対する期待が後退したことなどから勢いを失いました。2022

年になると日本株式市場は、新型コロナウイルスの感染拡大や米国の金融引き締めの前倒し観測によって上値が抑えられ

たほか、２月にはロシアのウクライナへの軍事侵攻による地政学的リスクへの警戒から急落しましたが、３月にかけて値を

戻しました。４月以降は、軟調な海外株式市場の影響を受けて、日本株式市場も上値の重い展開となりました。 

 

【日本REIT市場】 

運用期間中の日本REIT市場はおおむね横ばいとなりました。2020年３月にかけて、新型コロナウイルスの感染拡大により

世界経済が減速するとの懸念から、日本REIT市場は急落しました。2021年９月上旬にかけては、新型コロナウイルスのワク

チンの普及による経済活動正常化への期待などを背景に、日本REIT市場は大幅に反発しました。その後、インフレの進展を

背景に世界的な金融引き締めが懸念され、日本REIT市場は上値の重い展開となりました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・円資産バランスファンド（３倍型）（年１回決算型）＞ 

日本の国債先物、マザーファンドへの投資を通じて、日本債券210％、日本株式45％、日本REIT45％の資産配分比率を基

本としますが、基準価額の変動リスクが高まった場合は、リスク資産（日本株式と日本REITの合計）の資産配分比率を引き

下げて運用を行いました。 

リスク資産の配分比率については、2020年初めの新型コロナウイルスの感染拡大、2022年６月のFRB（米連邦準備制度理

事会）による大幅な利上げの発表など、基準価額の変動リスクが高まる局面で引き下げ、その後段階的に引き上げました。 

以上の運用の結果、当ファンドの基準価額は、17.4％下落しました。 

 

各マザーファンドにおける運用期間中の運用経過は以下の通りです。 

 

＜東京海上・高配当低ボラティリティＪＰＸ日経400マザーファンド＞ 

ポートフォリオ全体の配当利回りを高めつつ、価格変動リスクが低くなるようポートフォリオを構築しました。 

運用期間中の日本株式市場では、当マザーファンドで保有する市場変動の影響を受けにくい低ボラティリティ株のパ

フォーマンスが相対的に劣後する結果となりました。具体的には、海外経済感応度やマクロ感応度が低い銘柄や、食料品や

電気・ガス業などの内需・ディフェンシブ（景気変動にあまり影響されない）関連業種を多く保有していたことがパフォー

マンスにはマイナスに働きました。 

以上の運用の結果、基準価額は下落し、参考指数であるＪＰＸ日経インデックス400（配当込み）の騰落率を下回りまし

た。また、価格変動リスクはＪＰＸ日経インデックス400よりも低い水準を維持しました。 

  



品 名：90049_635095_003_05_東京海上・円資産バランスファンド（３倍型）（年１回決算型）_937739.docx 

日 時：2022/11/22 9:00:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

東京海上・円資産バランスファンド（３倍型）（年１回決算型）＜愛称 円奏会 三重奏＞ 

＜東京海上・東証ＲＥＩＴマザーファンド＞ 

ベンチマークである東証REIT指数（配当込み）に連動した投資成果を目標として運用を行いました。東証REIT指数に採用
されている銘柄を主要投資対象とし、完全法で組み入れました。 
以上の運用の結果、基準価額は小幅に上昇し、ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案し、設定来、収益分配を行いませんでした。

詳しくは、後掲の「投資信託財産運用総括表」をご覧ください。 

 
当ファンドは、2022年10月７日をもちまして償還となりました。最後に、受益者の皆さまのご愛顧に心よりお礼を申し上

げますとともに、今後とも当社ファンドにつきまして一層のお引き立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

○１万口当たりの費用明細 (2021年12月11日～2022年10月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 94  1.111  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (46)  (0.544)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (46)  (0.544)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.023)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.041   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.025)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 1)  (0.017)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.009   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.009)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 98   1.161    

期中の平均基準価額は、8,458円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 
（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。   
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.36％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年12月11日～2022年10月７日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 400,317 400,205 

 
（注） 金額は受渡代金です。（経過利子分は含まれていません） 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
東京海上・高配当低ボラティリティＪＰＸ日経400マザーファンド 93,917 130,148 418,263 555,636 

東京海上・東証ＲＥＩＴマザーファンド 91,063 135,530 378,200 534,181 
 
 
 

○派生商品の取引状況等 (2021年12月11日～2022年10月７日) 

 

銘 柄 別 
買 建 売 建 当 期 末 評 価 額 

新 規 
買 付 額 

決 済 額 
新 規 
売 付 額 

決 済 額 買 建 額 売 建 額 
評 価 
損 益 

国 
内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 
債券先物取引 １０年国債標準物 5,230 7,178 － － － － － 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年12月11日～2022年10月７日) 

 

項 目 
当 期 

東京海上・高配当低ボラティリティＪＰＸ日経400マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,775,838千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 739,886千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.40   
 

（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

  

公社債 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

先物取引の銘柄別取引・残高状況 
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○利害関係人との取引状況等 (2021年12月11日～2022年10月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年10月７日現在) 

 

 2022年10月７日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

東京海上・高配当低ボラティリティＪＰＸ日経400マザーファンド 324,346 

東京海上・東証ＲＥＩＴマザーファンド 287,137 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年10月７日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 740,890 100.0 

投資信託財産総額 740,890 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2022年10月７日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 740,890,667   

 コール・ローン等 740,890,667   

(B) 負債 3,624,105   

 未払解約金 67,117   

 未払信託報酬 3,525,510   

 未払利息 2,750   

 その他未払費用 28,728   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 737,266,562   

 元本 892,489,236   

 償還差損金 △155,222,674   

(D) 受益権総口数 892,489,236口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 8,260円79銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,074,970,373円、期中追加設定元本

額は11,089,496円、期中一部解約元本額は193,570,633円です。

（注） 上記表中の１万口当たり償還価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 

○損益の状況 (2021年12月11日～2022年10月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     44,508   

 受取利息 514   

 支払利息 △     45,022   

(B) 有価証券売買損益 △ 21,146,458   

 売買益 6,269,804   

 売買損 △ 27,416,262   

(C) 先物取引等取引損益 △ 22,738,393   

 取引益 6,006,960   

 取引損 △ 28,745,353   

(D) 信託報酬等 △  9,421,092   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △ 53,350,451   

(F) 前期繰越損益金 △ 86,814,638   

(G) 追加信託差損益金 △ 15,057,585   

 (配当等相当額) (    1,134,509)  

 (売買損益相当額) (△ 16,192,094)  

 償還差損金(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △155,222,674   
 

（注） (D)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (G)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

 

 

 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2019年12月24日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年10月７日 資 産 総 額 740,890,667円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 3,624,105円 

純 資 産 総 額 737,266,562円 

受益権口数 500,000,000口 892,489,236口 392,489,236口 受 益 権 口 数 892,489,236口 

元 本 額 500,000,000円 892,489,236円 392,489,236円 １万口当たり償還金 8,260円79銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 1,723,765,314円 1,397,581,926円 8,108円 0円 0％ 

第２期 1,074,970,373   952,781,977   8,863   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 8,260円79銭 
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